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造形・美術教育関係者様
横浜国際美術教育会代表

王　節子

横 浜 国 際 美 術 教 育 会 の ご 案 内
陽春の候、皆様にはご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、今月は、前「美育文化」編集長で、NPO法人市民の芸術活動推進委員会 理事の穴澤 秀隆氏を講師に、下記の通り例会を開催いたします。お誘い合わせの上、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。
記
■ テーマ  『　子どもの絵はいつはじまったのか　』世界児童画展作品の鑑賞とワークショップ
穴澤 秀隆　　前「美育文化」編集長で、NPO法人市民の芸術活動推進委員会　横浜国際美術教育会 会員
■ 趣旨　　　日本の子どもの造形表現にその後に起こった重要な転換は、70年代に、多元文化論を背景とした新たな子ども論が登場したことでしょう。これにより、子ども独自の表現が改めて問い直されることになりました。　他方、グローバリズムが世界認識に大きな影を落している今日、ここ数年来の児童画展審査員の感想にもナショナリ
ティやローカリティの希薄化を危惧する声が聞かれます。

　　　　　　けれども本来的言うならば、子どもの表現には、万人の記憶である側面があります。これは、子どもたちは現に子どもであり、大人もかつては子どもであったという単純な事実に基づくものであり、それゆえ、人種、民族、性別を問わず、万人が共有できる感性のテーブルとなりえます。

　　　　　　同一性よりも差異に、一般性よりも個別的観点に目が向けられがちな今日の文化状況にあって、この平明さは、説得力を有し、人々の共感を呼び、感性的合意を形成する可能性も持っている気がします。

　　　　　　今回の研修会では、世界の児童画展の現物を通じて、世界の中の日本の子どもの絵と世界の子どもの絵について語り合いたいと思います。
■ 日　時　　2014年５月１７日(土) 午後２：３０～午後５：００
	北口


[image: image1.png]hEEATFER]
-




■ 会　場　 横浜山手中華学校：横浜市中区吉浜町2-66（ＪＲ根岸線石川町駅北口、
中華街口の改札を右に出て正面）[３階美術室 ]
　http://www.yokohamayamate-chineseschool.ed.jp/index.htm

■ 受　付　　14:15～14:30 石川町駅前　校舎の左側１階玄関入口　　

14:30を過ぎますと入口を閉めますので、建物側面にあるブザーを押して
「横浜国際美術教育会」と告げて、職員室より解錠してもらってお入り下さい。
■ 内　容

１　代表挨拶　講師紹介
２　『　子どもの絵はいつはじまったのか　』穴澤 秀隆
（１）世界児童画展作品の鑑賞
（２）世界児童画展作品利用したアートゲームを行い、年齢、性別、国名のクイズから、児童画における発達段階、
ジェンダー、ナショナリティの問題などを考察する。

（３）今日の美術教育の状況を概観し、次回指導要領の改訂を展望する。

　　（４）付録：熊本文庫書籍に見る近代日本美術教育の歩み　◆美術教育の４つの時代
３　　第36回 美術科教育学会 奈良大会報告　
４　　事務連絡　　　　
■ 参加費　 ５００円　　会終了後、懇親会を予定しています。是非ご参加下さい。
■ 連絡先　事務局    　石井　展子０９０－２５４２－３４４０nobuko-ishii19871216@docomo.ne.jp

